
株式会社フュージョンシス 
info@fusionsys.com 
〒108-0023 東京都港区芝浦3-11-1キョウワクリエイト第一ビル3F 
http://fusionsys.com/ 

株式会社フュージョンシス 

2005/01/16 

 

音声認識プログラム SR0101 仕様書 

 

 

■ 概要 

単語音声認識プログラムである。外部から音声認識の開始の指示により、マイクを ON にして音声認識を行

い、認識結果をファイルに出力するものである。 

 

 

■ 仕様 

名称  単語音声認識プログラム SR0101 

OS  Windows XP professional 

SR エンジン Microsoft 音声認識エンジンを利用 

エンジン IF SAPI Ver.5.1 

対応言語 日本語(英語その他の言語は別途対応） 

ON/OFF 制御 ファイルの内容を定期的に監視 

結果出力 ファイルに書き出し 

 

 

■ 基本動作 

1) 制御サーバの管理する ON/OFF 制御用ファイルを１秒以下毎に監視 

「0」なら、マイクを OFF にして音声入力を受け付けない 

「1」なら、マイクを ON にして音声入力を受け付ける 

 

2) マイク ON 時に単語を認識したら、認識結果出力ファイルに結果を出力 

 

 

 音声認識PC

　　voice.txt
「エアコン」・「お風呂」等

文法辞書設定ファイル

コンテンツ制御サーバ

standby.txt
「0」か「1」
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■機能 

○ 文法辞書ファイル 

認識する単語を指定するファイル。認識単語の変更は、このファイルの内容を変更することで行う。 

また、「認識結果出力ファイル」に出力する文字もここで指定する。 

認識する言葉と、出力する文字は任意に対応させることが可能であり、 

例えば、『スタート』という発声に対して、"101"などの数字を書き出せる。 

なお、認識単語を追加・変更するためのユーザーインターフェースは無し。 

※文法辞書は UNICODE で記述し、記述方法に若干のクセがあるため、変更の際はお問い合わせください。 

 

○ 任意のファイルを設定可能 

「ON/OFF 制御用ファイル」、「認識結果出力ファイル」は、任意のフォルダ、任意のファイル名に変更可能。 

また、「文法辞書ファイル」も、任意のフォルダ、任意のファイル名に変更可能。 

これらの指定は、SR0101.INI ファイルに指定する（設定方法は『INI ファイル』参照）。 

初期設定では、それぞれ、カレントディレクトリの「stand-by.txt」、「speech.txt」、「gram_j.xml」となっている。 

コンテンツ制御サーバ上のファイルを指定する場合は、あらかじめネットワークドライブの設定をしておき、そ

れ上のファイルを指定すればよい。 

 

○ 「認識結果出力ファイル」のクリア 

「ON/OFF 制御用ファイル」が「0」になったのを検出したときに、「認識結果出力ファイル」を内容の無いカラの

ファイルにすることが可能。ただし、「ON/OFF 制御用ファイル」を「0」にしてから、最大１秒かかることに注意

する必要がある。SR0101.INI ファイルで「する/しない」を設定。初期設定では「OFF」になっている。 

 

 

■ 起動方法 

SR0101.exe を実行すると、モニタ画面が表示され、音声認識処理が開始される。 

Windows の立ち上げと共に起動する場合には、SR0101.exe のショートカットをスタートメニューに置く。 

 

 

■ 終了方法 

モニタ画面の右上の終了ボタンをクリックすることで終了する。 

本プログラムを終了せずに Windows を終了しても問題ない。 

 

※注意事項 

コントロールパネルのサウンド、音声認識の各設定項目は本プログラムの動作に直接かかわり、すでに調整済

みであり、変更できない。 
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■ モニタ画面 (SR0101.exe) 

起動すると、次のようなモニタ画面が常に表示される。この画面は調整等における確認用のものである。 

通常動作時に操作することはない。 

 

 

 

認識言語 

確信度 
１： 正解 
0： 正解かも 
-1： おそらく異なる 
確信度が１のときだけ結果出
力する 

認識結果 

認識した時刻、認識候補単語

使用中の SR エンジン 

マイク OFF 時はグレイ化 
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■ 文法ファイル (gram_j.XML) 

このファイルで認識する単語を指定する。 

文法ファイルは、必ず UNICODE で編集・保存する必要があり、サフィックスは”XML”にする。 

認識単語を変更する場合は、下図の四角で囲まれた部分だけを修正する。 

各行は、認識する各単語であり、以下のような書式で記述する(順不同)。 

<P VAL=”nn”>/○○○/△△△;</P> 

nn  任意の数値。ただし他の単語とは重複して指定できない 

○○○ （認識結果出力ファイルに）出力する文字列。任意の文字列が指定できる。 

△△△ 認識する単語のよみをひらがなで指定する。 

同じ出力文字列に、複数のよみを与え

ることもできる 

出力する文字列は、英数字でも構わない 

株式会社フュージョンシス 
info@fusionsys.com 
〒108-0023 東京都港区芝浦3-11-1キョウワクリエイト第一ビル3F 
http://fusionsys.com/ 



株式会社フュージョンシス 
info@fusionsys.com 
〒108-0023 東京都港区芝浦3-11-1キョウワクリエイト第一ビル3F 
http://fusionsys.com/ 

■ INI ファイル (SR0101.INI) 

使用するファイルのディレクトリ、ファイル名およびオプション設定を指定する。 

[使用するファイル] 

VOICE  認識結果出力ファイル 

STANDBY   ON/OFF 制御ファイル 

GRAMMAR01  文法ファイル 

次のように、絶対パスで指定することもできる。なお、ディレクトリを指定しないときはカレントディレクトリとなる。 

 絶対パス指定の例： STANBY=Z:¥speech¥standby.txt 

[オプション設定] 

CLEAR_VOICE_TXT 

「ON/OFF 制御用ファイル」が「0」になったのを検出したときに、「認識結果出力ファイル」の内容をクリ

アする機能のフラグ。”1”を指定すると、クリアするようになる。 

 

 

各種ファイルのファイル名を指定する 

認識結果出力ファイルをクリアするか否か 

※四角で囲まれた以外は変更しないこと 

 

■ ON/OFF 制御ファイル (stand-by.txt) 

音声認識の ON/OFF を制御するためのファイル。 

コンテンツサーバ側で書き出し、本プログラムでは定期的に読み込みを行う。 

“0”（半角）の指定で OFF（認識しない）、”1” （半角）の指定で ON(認識する) 
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■ 認識結果出力ファイル (voice.txt) 

本プログラムが音声を認識すると、このファイルに認識結果を１行出力する。 

出力文字列は、文法ファイルの”出力する文字列”で指定したもの。 

文字コードは SJIS である。なお、文字列の後に改行コード(0x0d,0x0a)が含まれる。 

※本プログラムが不定のタイミングで書き出すため、コンテンツサーバ側でこのファイルを排他的にオープンしては

ならない。 

 

 

 

以上 


